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午前９時58分開議 

 

○委員長（伊藤隆広君） ただいまから環境経済委員会を開きます。 

 本日審査を行います案件は、進め方に記載のとおり議案１件でございます。 

 また、案件審査の後、今年度の当委員会の年間調査テーマでございますスポーツによる地

域・経済活性化についての所管事務調査を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

議案第89号審査 

○委員長（伊藤隆広君） それでは、案件審査を行います。 

 議案第89号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第４号）中所管を議題といたします。 

 当局の説明をお願いいたします。資源循環部長。 

○資源循環部長 おはようございます。環境局資源循環部長の足立でございます。 

 議案第89号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第４号）のうち、環境局所管について御

説明をさせていただきます。 

 恐縮ですが、着座にて説明させていただきます。 

 環境局議案説明資料の３ページをお願いいたします。補正予算書では５ページになります。 

 今回の環境局の補正は、環境事業所のじんかい収集車の更新に関する繰越明許についてです。 

 まず、１の補正理由についてですが、環境事業所で使用しているじんかい収集車について老

朽化に伴う車両更新を今年度予定していたところ、国において策定された2025年度を目標年度

とする重量車の新たな燃費基準に対応するために、車両製造各メーカーにおいて同燃費基準へ

の適合に向け対象車両のモデルチェンジが行われることとなりました。これに伴い車両の更新

について１年以上の納期が必要となることが判明し、年度内納車が不可能となりましたことか

ら、備品購入費を翌年度に繰り越すことをお願いするものでございます。 

 新たな燃費基準につきまして枠内に記載しておりますので、御参考ください。 

 次に、２の補正予算の内容についてですが、（１）繰越明許額は1,400万円です。（２）予

算の内訳は記載のとおりで、財源は一般廃棄物処理事業債を充当しております。（３）更新対

象車両はじんかい収集車１台で、積載量が２トンのハイブリッド車となります。 

 最後に、（４）今後のスケジュールについてですが、議決をいただきました後に、本年11月

に入札及び契約を行い、令和６年12月頃の納車を予定しております。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 経済部長の長谷部でございます。よろしくお願いします。 

 経済部は補正予算議案１件でございます。 

 座って説明させていただきます。 

 経済農政局議案説明資料の２ページを御覧ください。 

 企業立地促進事業補助金についてです。なお、補正予算書では、３ページ、９ページ、13ペ

ージとなっております。 

 まず、１補正理由ですが、令和４年度に国の地方創生臨時交付金を活用し、市外企業の移転

経費などオフィス環境整備等に関する支援を時限的に実施し、利用企業へのヒアリングなど効
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果検証を進めた結果、企業立地の促進による税源涵養・雇用創出効果が認められたこと、また、

企業においてはアフターコロナを踏まえオフィスに対する考え方が変化する中、都内からの移

転ニーズが高まっている一方で、物価高騰の影響により移転経費の増大がネックとなっている

ことなどを踏まえ、賃借型企業立地においてオフィス環境整備等に関する支援について制度化

を図るものです。 

 あわせて、所有型企業立地補助金に関して例年、新規補助企業について企業の投資計画額に

対する過去の執行率を踏まえ予算化していたものの、アフターコロナにおける経済活動の再開

等により立地企業の設備投資等が予想以上となり、予算の不足が見込まれております。 

 以上のことから、所要額の補正を行うものでございます。 

 次に、２の事業概要ですが、まず（１）オフィス環境整備等補助金についてです。補助対象

者は、千葉市賃借型企業立地促進事業補助金交付要綱に基づく事業計画認定者のうち新規立地

企業です。対象経費は、内装等改修費、設備等購入費及び引っ越し等移転経費としております。

限度額は1,000万円、補助率は３分の２といたします。 

 補正予算額は１億4,000万円で、１件当たりの補助額を限度額1,000万円とし、令和４年度実

績の14件を見込み積算しております。 

 次に、（２）所有型企業立地補助金についてですが、補助対象者は、製造業、情報通信関連

業、卸小売業等を営む、市内において２億円以上の工場・事務所等の取得・増築などを行う企

業となります。対象経費は、取得した固定資産に係る固定資産税・都市計画税等で、限度額は

補助メニューにより異なりますが、１億円から最大５億円、補助期間は、同様に補助メニュー

により異なりますが、おおむね３年から６年となっております。 

 補正予算額は３億円で、その積算についてですが、まず、アとして新規補助対象企業の事業

計画から算出した今年度の補助見込額は５億7,400万円です。イとして当初予算時における計

画額に対する補助金の執行率を、令和元年度から３年度の平均値である36.1％と想定していた

一方で、実際には本年度の執行率は、コロナ禍前の直近３年間の最高値であった平成29年度並

みの87.7％まで上昇すると見込んでおります。 

 このため補正予算額は、新規補助対象企業に対する補助金執行率の上昇に伴う不足額、およ

そ３億円としております。 

 次に、補正内容ですが、補正予算額は合わせて４億4,000万円、財源は全額一般財源です。 

 次に、３ページをお願いします。 

 最後に、今後のスケジュールですが、オフィス環境整備等補助金につきまして補正予算議決

後、９月中に速やかに企業等へ周知活動を開始するとともに、来月10月に予定している千葉都

心地区のオフィスビルを対象とした合同内覧会の場を活用し、より一層、制度周知を図ってま

いります。 

 なお、参考となりますが、オフィス環境整備等補助金の補助対象者の要件となる賃借型企業

立地補助金の概要を記載しております。 

 経済部の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（伊藤隆広君） それでは、御質疑等がありましたらお願いいたします。宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 一括です。 

まずは、環境局の補正について伺います。 
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 環境局の事業のじんかい収集車の更新のことでございますけれども、更新により不用になっ

た車はどうするのか。 

それと経済農政局のほうでは、昨年の制度に踏まえて、オフィス環境整備等の補助金は企業

の誘致に際し有効な制度となったのか。その２点、お願いいたします。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 まず、最初の御質問ですが、更新により不用となる車両は今後どうなるかということでござ

いますが、今回の更新対象車両はかなり老朽化が進んでおります。ですので、廃車等の手続を

進めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 昨年度、オフィス環境整備等補助金を利用して本市に新規立地した企業14社にお

きましては、特に物価高騰の影響を受ける内装の改修工事などに本補助制度を活用されており

ます。制度を利用した企業からは、価格高騰の中、移転そのものの見直しも検討しておりまし

たが、当該制度が千葉市への進出を決断する重要なポイントとなったなどの声をいただいてお

り、都市間競争が激化する企業誘致の中におきまして、本市への企業の進出を促す効果が高い

ことが認められたものと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） この廃車ですけれども、廃車というのは大体何年ぐらいで廃車す

るんですか。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 通常、他市の事例で言うと10年が平均でございます。 

 我が千葉市の場合は、平成15年車・18年車がまだ存在しておりますので、およそそれの倍近

く使っているのが実情でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 最後です。この廃車、新しい車も、何か制度が変わってからこう

いうことを、廃車をするということでございますので、有効に使っていただければと思います

ので、お願いします。 

 それから、経済農政局ですけれども、今聞いたとおりにいろいろな声を聞いたということで、

これからも継続してやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 公明党の茂呂です。御説明ありがとうございました。 

 じゃ、一問一答でお願いいたします。 

 最初に、環境局のほうの議案でお願いします。 

 今回代替えになる車両、走行距離どれぐらい走っているのか、教えてください。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 
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○収集業務課長 今回という、今一番走っている車両につきましては平成15年式で、約26万キ

ロ走行しております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 代替えの更新のそのルールといいますか、例えばこうなったら更新す

るとか、そういった一定の決まりみたいものはあるんでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 ここは、各車両の老朽化、あとは不具合等を見ながら検討しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 続きまして、今回ハイブリッド車を導入されるということでございま

すけれども、燃費基準等を示しておりますが、例えば今回の更新に伴いまして、いわゆる燃費

交換、例えば年間でどれぐらいのガソリン代が、軽油代が削減されるとか、その辺の見込みと

いうのは算出しているでしょうか。お願いします。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 まだメーカーからどれだけ燃費が向上するか聞いておりませんので、実際購

入してから、いろいろ燃費ですとか、あとは修理状況いろんな諸条件、そこら辺を比較しなが

ら、検証していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。参考までに質問させていただきました。あ

りがとうございます。 

 続きまして、企業立地課の質問させていただきます。 

 この制度を活用して昨年14社ですか、新規立地されたということなんですけれども、これま

で歴年で、例えば市外からこの制度を活用して進出してきた企業の数の推移なるものがあれば、

教えてください。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 推移ということで、平成25年から令和４年、おおむね10年程度ということで、全

体でどれぐらいの社数かということをお答えさせていただきます。 

 市外から市内に誘致した企業数ということで、所有累積投資型で事業計画認定を行った延べ

企業数が143社ございます。そのうち36社が市外から市内ということになります。また、賃借

型がございまして、こちらが延べ142社ございまして、うち109社。最後に、農業法人というの

もございまして、これが10社ございまして、そのうち４社が市外から市内に誘致した企業でご

ざいます。 

 全体合計では、全295社中149社、約50％ぐらいですか、が市外から市内に誘致した企業とな

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 
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○委員（茂呂一弘君） 今お示しいただいたとおり、相当の数の企業が市外から市内へ立地を

進めたんですけれども、この市外からの立地に伴いまして税収・雇用の効果、これにつきまし

て教えていただけますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 累積の税収・雇用効果、お答えさせていただきます。 

 税収効果なんですけれども、平成12年から令和４年の累積で、まず補助金額が約78億円、市

税収入が約387億円。効果額としましては、約309億円となっております。 

 続きまして、雇用効果でございます。雇用効果につきましては、雇用創出としては１万

7,667人の雇用創出ということになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。非常にすばらしい制度だと思いますので、

ぜひフルに活用していただければと、今後の企業立地に役立てていただければと思います。 

 ありがとうございました。 

○委員長（伊藤隆広君） ほかにございますでしょうか。蛭田委員。 

○委員（蛭田浩文君） 一括です。 

 企業立地のほうで、今ほど茂呂委員からもありましたけれども、全部で295社ということで、

大体千葉市のどの辺り、幕張を中心なのか千葉市内が中心になるのかと、そこを教えていただ

きたい。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 立地地区の特徴なんですけれども、こちらも補助メニューによって異なりますの

で、傾向のほうをお伝えさせていただきます。 

 所有累積投資型につきましては、４割弱が新港地区を占めておりまして、その他、臨海部の

工業地帯や土気緑の森工業団地、千葉リサーチパーク、こういった工業団地に進出しておりま

す。 

 賃借型におきましては、約５割が幕張新都心地区となっておりまして、その次に千葉都心地

区が４割、９割近くが幕張新都心と千葉都心の中心部のほうに移転している、集中していると

いうような状況になっております。 

○委員長（伊藤隆広君） 蛭田委員。 

○委員（蛭田浩文君） ありがとうございました。非常に千葉市、幕張とこの新港地区、それ

から緑区のほうということで、いろんなところにいろんな企業が多分来ているんだと思います。

数からも多いし効果も非常に高いということで、ぜひ、これを過去の実績を上回るぐらいに発

信していただいて、企業誘致をしていただければというふうに思います。 

 環境局も含めて、どちらも賛成ということで申し上げたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） ほかにございますでしょうか。田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 一問一答でお願いいたします。 

 まず、環境局からお願いしたいと思います。 

 納期が令和６年12月頃ということで、今年度更新予定だった収集車をそれまで継続して使う
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ことになろうかと思います。納期が１年延びることにおいて安全に車両を維持管理していかな

ければならないと考えますが、このあたりの費用面についてはどのようになっていますでしょ

うか。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 定期点検や車検などのほか、不具合箇所の修繕整備等で、年間約40万円程度

と見込んでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 承知しました。ありがとうございます。 

 先ほど来、ほかの委員からもお話がありましたけれども、他のじんかい収集車の耐用年数等

のところが気になるところであります。本市が保有する収集車の台数、それから平均使用年数、

それから今後の更新に関する方針について、お聞かせいただけますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 市内３つの環境事業所で保有するじんかい収集車の総台数は14台でございます。 

 平均使用年数は、平成・令和更新車両全て合わせまして12.7年でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 先ほど、ほかの委員の御答弁の中に、大体耐用年数が10年ということで、それ以上使われて

平成15年等に保有された車両もあるというふうにお聞きしております。耐用年数を超過して使

用している車両についても、今後１台が高額であり、また、一般財源で購入しなければいけな

いということで、なかなか計画的な購入ができなかったということについては理解をするとこ

ろではありますが、やはり安全に運行していただく、また、環境業務において必須の車両であ

りますので、計画的な予算確保と更新に努めていただくようお願い申し上げます。 

 環境局、最後なんですけれども、地球温暖化対策実行計画、策定されたと思います。それに

当たって、公用車の環境対策についてどのように取り組まれるのか、お聞きしたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 環境局長。 

○環境局長 環境局で策定をいたしました地球温暖化対策実行計画、こちらの中で市役所の率

先行動ということで、公用車の電動車導入を積極的に進めるということにしております。 

 また、本年３月ですが、これは財政局のほうで策定していますけれども、公用車の電動車導

入方針というのも策定いたしまして、代替できる電動車がない場合を除きまして、使用する公

用車全体で2030年までに全て電動化するという目標を掲げております。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 ということは、まず環境局がイニシアチブを取って、やはり環境に配慮した車両を保有する

ということも重要ですし、また、全庁的にこのような環境に配慮した車両の保有ということを

促進していく必要があろうかと思います。当局におきましては産業や市民に対しても温暖化対
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策を求めている中で、やはり市がイニシアチブを取って脱炭素を進めていかなければいけない

という立場からも確実な予算確保をお願いして、こちらを終わりたいと思います。 

 次、経済農政局について、お願いいたします。 

 御説明の中で令和４年度支援事業を利用された14件の企業のヒアリングについて、得られた

効果について御説明いただけますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 企業からのヒアリングによりまして、一応全ての利用企業の皆様から満足の声を

いただいています。また、各種資材、物価高騰により移転費用について大幅な上昇となってい

る局面でございましたので、本支援制度、こちら進出移転の判断を下す重要なポイントになっ

たという結果を得られており、都市間競争が激化する中、本市への企業の進出を促す効果が高

いということが認められたというふうに考えているところです。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 コロナ禍において、都心にオフィスを置く必要がない、広い面積を持つ必要がないというこ

とをうまく活用されて、本市に促す施策につなげられたと評価しているところであります。 

 そして、幕張新都心などでは借りているオフィスのオーナーなどから、やはり空き室が多い

のではないかというような懸念の声も伺うこともあるんですけれども、幕張新都心における賃

貸物件の利用状況についてどのように把握されているか、お聞かせください。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 オフィス仲介事業者やビルオーナーからのヒアリングによりますけれども、幕張

新都心地区における本年３月末時点での空室率は約９％となっております。東京都心部の空室

率約6.4％と比較すると、若干高水準となっております。 

 現在、都内からの移転の動きも増しておりまして、空室率改善に向け、ビルオーナー等の関

係者と連携して企業誘致に注力していきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 千葉都心と比較しても高い状況であり、もちろん都内と比較しても高いというふうに承知し

ているところであります。幕張新都心、都内から移転してくるに当たっても千葉都心よりも一

歩都内に近い部分でありますし、やはり産業集積地としての期待も高まることから、今後も誘

致に努めていただきたいと思います。 

 次に、賃貸型企業立地補助金の合同内覧会の開催なんですけれども、昨年の開催実績と効果、

そして今回、千葉都心地区で開催されるということなんですが、入居対象のオフィス施設など

の概要についてお聞かせください。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 昨年度10月に、幕張地区のオフィスビル６棟、ワールドビジネスガーデンやテク

ノガーデンなど合同内覧会を実施しまして、２日間にて延べ382人の参加をいただいておりま

す。 

 参加ビルからは、ビル単独で行う内覧会と比較して集客力が高く、ふだん接点のない不動産
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仲介業者やビルオーナーとのつながりを持てたという評価をいただいております。また、内覧

会に参加した企業のうち１社が進出を決定する等の成果があったほか、本市の支援制度、それ

と企業誘致にかける姿勢、こういったものを伝えることができたことで、結果として昨年度、

過去最高の企業立地の実績につながったものと考えております。 

 また、今年度、来月５日から２日間、千葉都心地区の大規模な12のオフィスビルということ

で、センシティタワーであるだとか千葉中央ツインビルだとか、こういったところを中心に参

加をいただきましてビルの内覧会を実施するほか、あと塚本大千葉ビル内に案内ブースを設け

まして、本市の支援制度はもちろんビジネス環境としての町の魅力、こういったものをＰＲし

ていこうと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 合同開催することによって、規模が大きくなることによって注目も集まり、また、企業側か

らすると選択肢も増えるという効果もあろうと思います。また、本市の事業を説明する機会に

もなりまして、開催自体が一つ大きな注目にもなるため、今後も工夫した開催と継続開催を求

めたいと思います。 

 そして、各種補助事業、本年度の執行率を踏まえ昨年度の事業認定数や、どのような産業の

参入があったか、また雇用効果などについても確認をさせていただけますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 昨年度におきましては過去最高となる40社の事業計画認定となりましたが、内訳

としましては、所有累積投資型が17件、賃借型が23件となっております。 

 進出した企業の業種については、所有型にあっては80％以上に当たる14件が製造業となって

おりまして、賃借型におきましては専門技術サービス業が８件、情報通信関連業が５件という

ような数字になっております。 

 進出企業からは、提出された事業計画におきまして全ての企業がフル操業となる令和８年度

ですか、約3,000人の雇用のほか、年間約14億円以上の税収が見込めるものと試算していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございました。 

 産業など確認させていただきましたけれども、同類の産業などの参入があることによって相

乗効果もあるんではないかなと思ってお聞きしたところです。数字としてのかなり実績も確認

できたところです。 

 では、次に、企業が定着し確実に本市に対して投資回収するための事業スキームの工夫につ

いてお聞かせください。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 企業が進出しました後の定着を支援するためなんですけれども、既存企業への追

加投資や増設等を支援する市内企業拠点拡充事業を創設しております。また、市民雇用を推進

するため、雇用に対する補助メニューにフォローアップ型というものを設けておりまして、中
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長期的な拠点の拡充や増設に対しても支援が可能な制度設計を構築しております。 

 そのほか、企業立地職員によります立地後の企業訪問を行い、各種相談に対してきめ細やか

な対応をするとともに、雇用やビジネスマッチングに係る支援を関係部署と連携して行うこと

によりまして、立地後の操業環境のよさとアフターサービスのレベルの高さ、こういったもの

をブラッシュアップすることによりまして、新規での市内進出を検討する企業へのＰＲポイン

トとなるスキームづくりに努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 豊富な補助メニュー等による経済的なバックアップのみならず、相談等のフォローアップ体

制が充実されることによって、積極的な企業誘致の実績があるということを確認できました。

このように定着してからの支援ということも重要ですので、引き続きお願いしたいと思います。

また、オフィスを構えてから移転をしないように、ここの定着するまでの移転への制限なども

設けていらっしゃるというふうにも伺っています。投資回収についても、短期間で確実に回収

できる制度になっていることを評価したいと思います。 

 次に、企業立地が過去最高となったというふうに報道がありましたけれども、改めて賃貸、

所有、それぞれの実績と実績を上げられた理由をどのように評価されているか、お聞かせくだ

さい。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 企業におきまして、テレワークの進展によりオフィスの在り方についての考え方

に変化が見られる中、昨年６月補正にて新規拡充を行ったオフィス環境整備支援制度等の施策

が賃借型における誘致件数を押し上げ、大きく寄与したほか、食品関連や各種製造業を中心と

した堅調な投資意欲の取り込み、かつ本市の立地後の支援体制も併せて評価をいただいた上で

のことでの過去最高の実績につながったものと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 今までは国の交付金等を活用されておりましたが、今回は一般財源に

おいて補正をされているというふうに確認をしております。 

 投資回収の見込みやその他雇用、税収との効果について、ほかの委員からもお話ありました

けれども、今回のメニューについてはどのようになっていますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 昨年度実施しましたオフィス環境整備等支援事業を活用して進出しました14社の

事業計画書から見込まれる税収効果は年間約6,800万円、雇用効果としては約220人が見込まれ

ており、この水準は４年目で支払った補助金を税収でカバーできる水準となっており、税源涵

養や雇用創出効果があるものと考えております。 

 今回の新制度におきまして、昨年度と同内容での制度設計となっております。税収効果とし

て、同様におおむね４年程度で全ての支払った補助金を回収し、プラスに転じるものと見込ん

でいます。また、雇用効果につきましては、予算規模を勘案すると約300人程度の雇用が創出

するのではないかというふうに考えているところです。 
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 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 最後になります。 

 様々実績が上げられているということを確認した上で、今後の企業立地促進をどのように進

めていくのか、お聞かせください。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 企業誘致の都市間競争も非常に激化している中、企業ニーズを適切に捉え、他都

市との競争に勝ち抜くことができる支援制度を機動的にブラッシュアップしていく必要がある

と考えております。 

 さらに、市長自らが都内でＰＲを行う企業立地セミナーの開催だとか、あとは関係先企業へ

の対面での営業を重ねることにより、本市の立地メリットと企業立地にかける職員の情熱を御

理解いただき、最終的に企業の皆様から選ばれる都市になることを目指していきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 今後も積極的な事業展開をされて、一般財源を確保してでも効果があ

るということも確認できましたので予算確保にも努められ、経済効果を上げていただきたいと

思います。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 三須委員。 

○委員（三須和夫君） 一問一答です。 

今いろいろお話聞かせていただいて、非常に幕張とかこういうところに企業が集中して移転

をしてきてくれるということで、千葉市としても非常に喜んでいるのかなと思いますけれども、

私どもちょっとお聞きしたいのは、こういう迎え入れる工場とか、こういう工業団地のことを

お聞きしたいんだけれども、今、誉田に皆さんのおかげで５社が企業は来ると。もう２社が今

動き出していると。従業員も大分増えてきています。それは非常にいいんですけれども、今も

う一つ、土気のほうにもこういう企業立地というか、措置をいろいろやっているらしいんで、

その辺のことをちょっと聞かせてもらいたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 企業立地課の高瀬でございます。 

 誉田に関しましては委員のおっしゃるとおり５社全てが稼働しておりますが、土気のほうは

土気緑の森工業団地というところで、100ヘクタール超の工業団地がおおむね分譲が完了して

おりまして、残り１区画のみ商談中という状況になってございます。 

 いずれも売れる産業用地が今なくなっているという状況になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 三須委員。 

○委員（三須和夫君） それで今、中野インターのほうも、あれで何か動きあるやつはどうな

っているの。 

○委員長（伊藤隆広君） 企業立地課長。 
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○企業立地課長 企業立地課の高瀬でございます。 

 中野インター周辺、下大和田町の案件かと思いますが、こちらに関しましては、現在、環境

アセスの手続中であるということで承知をしております。現在、アセスの手続中ということで、

市長意見も発出されているということで承知をしておりますので、その状況を現在注視をして

おりまして、その内容によって産業用地になるかどうかということになろうかと思いますが、

いまだその環境調査の状況を注視しておりまして、現在、具体的な検討というのは私どものほ

うでは行っておりません。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 三須委員。 

○委員（三須和夫君） なかなか大変な事業だと思いますけれども、千葉市も今はこうして外

部からいろいろの会社が来てくれているのはいいんだけれども、途中で逃げられないようにし

っかりとフォローしてもらわんと。 

 また、中野の工業団地もぜひ仕上がるように、皆さん方の御支援をお願いしますよ。このま

ま中途半端で置いたんじゃ仕上がるものも仕上がらなくなっちゃうんで、ひとつよろしくお願

いします。 

 以上、よろしくお願いします。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 立地課長からも答弁がございましたとおり、環境のほうの状況だとか計画内容、

ちょっと注視をしてまいりますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） 一問一答でお願いいたします。 

 環境局のほうは、特にございません。先ほど茂呂委員のほうからも確認させていただいてお

りますので、経済農政局のほうの企業立地のほうで少しお話を伺いたいというふうに思います。 

 補正理由のところで、少し具体的なものをお示しいただきたいなという趣旨なんですけれど

も、一つがこの都内からの移転ニーズが高まっているという記述があるんですけれども、これ

は具体的に何かデータだったりとか実際の動きだとか、何か分かるような具体的な説明が欲し

いなというのが一つと、同じような視点で、このアフターコロナにおける経済活動の再開等に

より企業立地の設備投資等が想定以上となりそうだというようなところが記載があるんですが、

このあたりも併せて根拠というんですか、データだったり、何か実際の動き、こういうことが

あるのでという、ここをちょっと説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 企業立地課の高瀬でございます。 

 まず、１点目の都内からの移転ニーズに関するデータということになりますが、令和２年度

になりますけれども、国の調査で都内の企業さんに対しまして、本社移転等、オフィス等をど

のように考えているかという調査がございまして、２割５分、25％程度の企業が都内からの移

転を検討しているというような回答があるほか、データとしてはそういったバックデータがあ

るほか、私どもとしては、昨年度、約1,600件、企業様のところに訪問を関係先を含めてさせ

ていただいております。そのような中で、必ずしも週５回オフィスに通う必要がないという状

況になっていると。そうなると、考え方を変えて週二、三回行く場所ということになりますの
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で、同じコストで広々とした場所を借りたい、こういうようなお声をいただいていると。実体

の営業活動とそれから国のバックデータ、この２つを併せつけて今回の補正ということでお願

いをするものでございます。 

 もう１点目の設備投資等の想定以上となりということになりますが、16社での新規、これか

ら補助が始まる企業さんの投資の状況でございますが、もともと計画でいただいていた投資は

合計16社で330億円の投資の計画でございました。コロナ中の執行率も鑑みまして、もともと

考えていたのが36％程度であろうと思っていました。大体100億円ちょっとぐらいの投資であ

ろうと思っていたんですけれども、こちらが、コロナが５類に移行し、想定以上に投資を進め

るというようなお声が重なりまして、先ほどの330億円中ほぼフルにというような状況になる

んですけれども、87.7％ということになるんですが、９割近くを一気に、遅れていた部分も含

めて一気にここで投資を進めるというお声がありまして、今回の補正につながったものでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） ありがとうございました。非常に分かりやすい説明で、補正の理由と

いうのが非常に固まった感がいたしました。 

 先ほど来ずっと、いろんな答弁があったんですけれども、企業立地のほう非常に今積極的に

取り組まれているなという印象を非常に持っているんですけれども、この他市との競争という

部分も非常に要素としては色濃い取組になるんですけれども、例えばこの首都圏の政令市とか、

例えば大きく東京を中心として埼玉、神奈川、千葉というような位置でいったときに、今の企

業立地の取組というのは比較じゃない、どこも頑張っていると思うんですけれども、あえて比

較するとどんな感じなのかなということと、千葉県内でいきますと、当然主要都市というのが

千葉よりもう少し東京寄りのほうでも幾つかあるんですけれども、そういうところなんかとも

比較したときにどうなんだろうかという、この都市間競争という観点で見たときに、実際、千

葉市のそういう他市との比較というのをどんなふうに見ていらっしゃるか、ここも答弁お願い

したいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 企業立地課でございます。 

 他市との比較というところになりますが、大きく２つに分かれると思います。 

 １つ目が、まずオフィス系業務施設の誘致でございますが、ライバルとなる企業は東京から

同心円上に行く、具体名を申し上げますと、さいたま市、川崎市、横浜市ということになりま

す。特に補助制度上で競合するところが現場でも横浜市ということになっておりまして、非常

に類似した制度を持ってございます。 

 競争に関しましては、補助メニューもそうなのかもしれませんが、立地条件と補助メニュー

のこの２つの総合力で誘致を戦っていくということになります。場所が例えば東京のど真ん中

であれば、特に補助金がなくてもいらっしゃる企業はいらっしゃるだろうということになりま

すので、インセンティブとそれから地理的な優位性、この２つの掛け算で総合力で戦っていく

ということになりますので、大体ライバルになるのが東京から似たような距離になるそういっ

たところになるんですが、同じような横浜市と同じような戦い方をすると残念ながら勝てない
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ということになりますので、今アフターコロナということになりますので、住みやすさである

とか職住近接というところが非常に企業も重視をしているというところになりますので、場所

の割に価格がいいと、一言で申しますとハイグレード・ローコスト、コスパがいいということ

になりますので、ここを売りにして戦っているというのが賃借型の状況になります。 

 一方、所有型に関しましては、ライバルとなる場所がまた変わってまいりまして、例えば相

模原市であるとか、政令市から離れますと例えば茨城県であるとか、こういったところになっ

てまいります。ここでの戦い方になりますと、今度はハイグレードで雇用が生みやすい工業団

地であるということになってまいります。こういったところと比較すると、値段は比較的高い

のかもしれませんが、雇用がしやすい、電車で通える、近くで生活ができるということが実態

で分かると、こういったところが強みになってまいりまして、ここを前面に押し出した営業を

所有型のほうは行っているということになります。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） ありがとうございます。 

 県内主要都市なんかとの比較というと、どんな感じですかね。 

○委員長（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 失礼しました。 

 県内他市におきますと、明らかに県庁所在地としての交通網の高さであるとか、あらゆる機

能が一旦集まっているというところになりますので、ストレートに申さば横綱相撲ということ

になると思います。千葉に立地するならば、千葉市にまずは御立地を検討いただいたらいかが

でしょうかということになりますので、こちらに関しまして県内というところでいきますと、

補助制度それから立地環境、総合力でいきますと比較的優位に企業誘致自体は進めていってい

るのではないかと考えております。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） ありがとうございます。 

 今の御答弁もそうですし、他の委員の答弁なんかでも、今の企業立地の取組のいろんな成果

が出ているところへの評価だとか、好調の要因というか、その辺なんかの分析の御答弁も先ほ

どございました。今、他市との比較の中で、どんな考え方でどう取り組んでいくのか、そうい

う御答弁もいただきました。 

 近年の様々な市の行政の取組の中でも非常によく考えられているなという印象があるのと、

本当に事業者さんの中に飛び込んでいくというんですか、非常にそういう姿勢というのがこう

いう一つ一つの成果につながっているなという感想を持っております。そういう意味では、そ

のあたりの取組をやはりこれからも継続してやっていただきたいということと、もう一つは経

済政策のほかの分野、これは企業立地ですけれども、経済の中にも様々なほかにも経済施策が

あるわけなんですけれども、ぜひこういうイズムというか、この企業立地でうまくいっている

ような取組を他の経済施策にもどんどん波及させていくような取組に広がっていくと、より市

内企業景況を活性化させていくという意味では非常に大きな力になっていくというふうに思っ

ておりますので、ぜひそういう取組をお願いしたいと思います。 
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 環境局それから経済農政局ともに、会派としては賛成の立場でございます。ありがとうござ

いました。 

○委員長（伊藤隆広君） ほかにございますでしょうか。盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 一問一答でお願いします。 

 順番に、先に環境局のほうからお尋ねしたいと思います。 

 今回、じんかい収集車の車両更新について繰越明許が1,400万円ということで、最初に伺い

ますけれども、この重量車の新たな燃費基準というのが策定をされたということですけれども、

この背景について伺いたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 背景といたしまして、エネルギー消費量に占めます運輸部門、トラック等の運輸部門の割合

の大きくなったことから、国土交通省及び経済産業省が有識者会議を設置いたしました。その

会議の中で、省エネ法に基づく新たな重量車の燃費基準の議論が行われまして、その議論が行

われた結果、国において策定に至った次第でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 有識者会議のほうで省エネ法に基づいてということなので、今回その

自動車の燃費性能を向上して、二酸化炭素の排出量を制限するというのが大きな目的なんだと

いうふうに思っているんですが、今回その新燃費基準に適合する対象車両のモデルチェンジに

時間を要するからということで先延ばしになるんですが、この理由について伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 今回、対象車両のうち、まずメーカーが発注量の大半を占めるディーゼル車への対応を優先

しまして、その後に今回受注いたしますハイブリッド車に対応することとしておることから生

産が遅れてしまうということで、メーカーからの聞き取りで聞いております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 大半を占めるディーゼル車が更新をするということで、それに対応し

ているとハイブリッド車は遅れますよということだと思うんです。この、それぞれディーゼル

車とそれからハイブリッド車で、メリット、デメリットっていろいろあると思うんですけれど

も、新燃費基準の車両に更新をされることで期待をされる効果と、それからディーゼル車とハ

イブリッド車、また、議案質疑の中で天然ガス車が２台あるということだったんですけれども、

この環境負荷の違いについて伺いたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 新燃費基準では、トラック等で１リットル当たり走行距離が7.63キロ、現行と比較いたしま

して約13.4％の基準強化が図られることから、エネルギー消費量や燃料費の削減につながると

考えております。 

 なお、天然ガス車等、ディーゼル車、ハイブリッド等の車種別の環境負荷の違いについては、
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市では把握しておりません。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 車種別の環境負荷の違いについては国で多分発表していないというこ

とだというふうに思うんですが、環境負荷で比べれば天然ガス車のほうがディーゼル車よりも

はるかに、燃費で比べればディーゼル車のほうが天然ガス車よりも安いというメリットがある

というふうに思うんです。車両本体の価格で比べればディーゼル車よりも天然ガス車のほうが

高いと、それぞれメリット、デメリットがあって悩ましいところだと思うんですが、今２台あ

ります天然ガス車についての稼働の頻度ですとか、主にどの地域でというのを伺いたいと思い

ます。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 現在、天然ガス車２台運用しておりますが、ディーゼル車、天然ガス車、使

い分けというのは行っておらず日々活動しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ちょっと調べたら、天然ガスのその燃料を補給するところが少ないの

でという理由はあるのかなというふうに思っているんですが、違いなく使っているということ

で分かりました。 

 今回更新するというハイブリッドのじんかい収集車は来年令和６年12月に納車ということに

なるんですけれども、今回２台の更新をお願いしていたんだけれども１台だけだったというの

を、議案研究のときにちょっと伺ったんです。その理由は、予算がないということでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 これにつきましては予算、１台につき1,400万円とかなり高価になりますの

で、予算的な話だと聞いております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 今後、車両の更新時期に合わせて更新を行っていきますというふうに

先ほどもお話ありました。市所有のじんかい収集車がディーゼル車でなくなるのは、いつ頃に

なるのか、伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 更新につきましては、各車両の劣化や不具合等を見極めながら適宜進めてまいりますことか

ら、具体的な時期につきましては現状では申し上げることはできません。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 大分遠い話になって、今回ちょっとディーゼル車と天然ガス車とハイ

ブリッド車とそれぞれのメリットだとか、それから全体的に国が進めていかないと、この大型

のディーゼル車両というのがまだずっと使わないといけないような状況なのかなと、ちょっと

暗い気持ちになったりしたんですけれども。 
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 でも、環境負荷を減らして、運搬部門のそのＣＯ２の排出というところで言えば本当に大き

なのを持っていると思いますので、ここの工夫が国をもってやってもらわないといけないとい

うふうには思っています。ちょっと先が見えないというか、環境負荷等を減らすということに

ついてはまだまだ先長いということなんですが、今回はその千葉市所有のじんかい収集車でし

たけれども、民間に委託しているじんかい収集車というのが131台あるというふうに聞いてい

ます。全てがディーゼル車ということなので、委託業者に対しての対策などはどう考えている

のか、伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 収集業務課長。 

○収集業務課長 収集業務課でございます。 

 委託車両の電動化につきましては本市の地球温暖化対策に貢献すると捉えておりますが、燃

料価格の高騰等、各社の経営環境が厳しい面がございます。そのことから現時点では、導入に

つきましては各社の判断を尊重したいと考えております。なお、本市のハイブリッド車の導入

効果につきましては、適宜、委託各社のほうに情報提供してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 環境局の案件ですので、じんかい収集車の更新について、その車別に

よってＣＯ２の排出の削減などの環境負荷の効果、これが明らかになっていないというのはや

っぱり問題かなと。千葉市の責任じゃないですから、国がきちっとやってもらわなきゃいけな

いことだと思うんですけれども、環境に一番負荷がかからない天然ガス車も多分老朽化をして

いるということだったので、いずれ更新になるというふうに思うんですが、今後、人や物の移

動で輸送に係る運輸部門の日本の二酸化炭素排出量って、およそ２割を占めていると。その中

でも、運輸部門の中で自動車の二酸化炭素の排出量が８割ということなので、ここをどうにか

していかないとＣＯ２の削減ということにつながっていかないんだろうなと。 

 今回は初めてのハイブリッド車ということなので、しっかりと導入の効果を見ていただくの

と、改めてこの運輸部門に対してのＣＯ２削減ということを本気になって取り組むこと必要じ

ゃないかなというふうに思っております。これについての反対をするものではないというふう

にしております。 

 続けて、済みません、企業立地推進補助金のほうについて質問したいと思います。 

 オフィス環境整備の補助金で１億4,000万円で、所有型の企業立地の補助金で３億円という

ことで、合わせて４億4,000万円のこれを一般財源からということで拠出するということです

が、オフィス環境整備等補助金は、昨年は交付金を使ってということで時限的な事業で、今回

は一般財源からと。去年は全然千葉市の負担だとかというのは発生していなかったのか、先に

伺いたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 昨年度は、国の地方創生臨時交付金を全額活用した事業でございまして、市の負

担額はございません。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） あと、それと、この議案説明資料の中にオフィス環境整備等に関する

支援について制度化を図るというふうにあります。賃貸型企業立地において、今後もこの事業
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を継続していくということになるのか、伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 昨年度に国費を活用し、同内容の事業を時限的に制度を実施し、企業立地の促進

による税源涵養であるだとか雇用創出効果も認められたということで、現在の企業ニーズにも

かなった制度であるものと判断しておりまして、本件につきましては本格的な制度化を図り、

今後も社会経済情勢や企業ニーズを勘案しながら本市へのさらなる企業進出を促し、本市の税

源涵養・雇用創出に貢献できるように努めてまいりたいと考えております。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。今後も継続的にやりますと。 

 補助金を受ける条件として、少なくとも何年以上、千葉市で事業を行ってくださいというよ

うな、その期限等が設けられているのか、伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 賃借型企業立地補助金の事業計画認定者を対象としておりまして、全ての補助金

の支払いを完了した年度末より３年間の退去、市外転出を禁止しておりまして、それ以前に市

外転出した場合においては全ての補助金を全額返還いただく旨で、事業計画の認定時に誓約書

のほうを頂いているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。少なくとも３年間、補助が終わってからということな

ので、しばらくいてもらわないと困るという制度になっているというのは分かりました。 

 次に、所有型の企業立地補助金についてですけれども、16社、補助金の対象企業ありますけ

れども、この制度をするに当たってのその16社からの要望というのはあったんでしょうか、伺

います。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 16社につきましては、過年度に所有型企業立地補助金制度に基づく事業計画認定

を行った企業でございまして、市が認定した事業計画に基づく投資を行った結果、固定資産

税・都市計画税等の課税がなされ、今年度に初めて補助金が交付される企業となります。した

がいまして、本市が既に認定した事業計画に基づいて補助金の申請がなされる予定の企業とな

っております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 要望はなくて、そういう仕組みにはなっていると。事業計画に合わせ

て千葉市から出すものというか、補助しますということだというふうに分かりました。 

 それで、実際にその対象企業というのが市内の何％に当たるのか、伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 令和３年度の経済センサス活動調査によりますと、本市内の企業等の総数が１万

6,712社となっております。これまで所有型での事業計画認定を行った企業は延べで163社とな

っておりますので、全体の約１％に当たることとなります。 

 以上でございます。 
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○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 市内の総数が１万6,712社で、所有型で延べで163社ということで、今

回の16社ということになると0.1％ということになると思うんですが、対象の企業、そこに所

有型だと３億円ということだというふうに思います。 

 中小企業を支援する累積投資型というのもあるにはあるんですけれども、これも３年間で２

億円まで投資額を引き上げるというふうなことの手続になっているので、対象となる企業は一

定規模以上というふうに思います。市内企業全体を見てバランスのとれた支援対策というのを

必要じゃないかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 企業立地補助制度は、市内において特に税源の涵養や雇用の創出効果が高く、今

後の地域経済活性化や税収への寄与が見込まれる一定規模以上の投資や進出を行った企業に対

し、操業を開始してから事業が安定するまでの間、円滑に事業を市内で展開することができる

よう支援を行うもので、所有型におきましては、取得した土地、建物、償却資産等に係る固定

資産税・都市計画税相当額などを補助金として交付するものとなります。このような地域を牽

引する経済効果の高い投資や進出を支援することにより、税収・雇用の効果が得られ、経済効

果の高い投資や、その得られた財源は市内中小企業者への様々な支援策を含め、福祉など市民

生活向上のための重要な財源になっていると思います。 

 また、中小企業支援につきましては、これとは別に資金融資制度や生産性向上に係る様々な

支援制度等も用意して対応しているところです。 

 企業立地補助制度の趣旨も踏まえますと、今後につきましても都市間競争であることも勘案

し、様々な投資形態などに応じた社会経済情勢や企業ニーズに柔軟に対応する必要があると考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 税源の涵養、雇用の創出効果というのは先ほどお話もありましたし、

ほかにも中小業者向けの制度はありますよと。 

 この財源が、市内の中小業者の様々な支援とか福祉とか市民生活のその重要な財源というこ

とは理解できるんですが、まず大きな企業を応援して、その結果税収が上がって、それを中小

企業にという、そういう流れだと、まだ待っていられないぐらいの中小の零細の業者の皆さん

たちは、そこまで何年かたつわけで、すぐに支援してもらいたいというところに向けては、や

っぱり手厚い支援が必要じゃないかと。 

 先ほど都市間競争で様々な工夫をされて市外からの企業をというふうなことで、横浜市とか

違いを出して千葉市にという流れをつくっていただいているという、その熱意を、もう少し地

元に今までいて貢献してきている企業、それから中小業者へもっと拡充すること必要じゃない

かなということを申し上げておきたいと思います。 

 今回は企業立地促進の事業ということで、企業数は少ないですけれども今回の事業で他市か

ら千葉市へということですので、反対をするものではありませんけれども、バランスを取って

今すぐ必要なところに手だてを取っていただくということを申し上げて、終わりたいと思いま

す。 
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○委員長（伊藤隆広君） ほかに御発言ございますでしょうか。 

 御発言がなければ、採決いたします。 

 お諮りいたします。議案第89号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第４号）中所管を原

案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○委員長（伊藤隆広君） 賛成全員、よって、議案第89号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、案件審査を終わります。 

 説明員の入替えを行います。 

 ありがとうございました。 

［環境局退室、市民局入室、経済農政局入替え］ 

 

所管事務調査 

○委員長（伊藤隆広君） 次に、スポーツによる地域・経済活性化についての所管事務調査を

行います。 

 本日は、初回の調査ということで、本市の取組状況を所管局であります市民局及び経済農政

局より聴取し、その後、質疑応答をお願いしたいと思います。 

 それでは、当局の説明をお願いいたします。生活文化スポーツ部長。 

○生活文化スポーツ部長 生活文化スポーツ部長、小名木でございます。よろしくお願いいた

します。恐れ入りますが、着座の上、御説明させていただきます。 

 それでは、スポーツによる地域・経済活性化につきましてのうち、市民局所管事業に関しま

して御説明させていただきます。 

 市民局資料１ページを御覧願います。 

 まず、本市のスポーツ推進に関しましては、基本となる計画といたしましてスポーツ推進計

画がございます。この計画は、ホームタウンの推進、トップスポーツとの連携の推進、国際

的・全国的スポーツイベントの誘致、スポーツツーリズムの検討と申し上げましたスポーツイ

ベントや観光の内容だけでなく、健康や福祉など様々な分野を含んだものとなっておりますた

め、本日は、市民局所管の事業に関しまして御説明させていただきます。 

 右の図を御覧いただければと存じます。世界トップレベルから市民レベルまでといたしまし

て、三角形の概念図にてお示しさせていただいております。 

 市民局で主に取り組んでおります事業といたしましては、すそ野の拡大と赤字で示させてい

ただいておりますが、市民の方々の中でスポーツをする人、観る人、支える（育てる人）、ふ

れあう人を増やすことを目指す事業が中心となっております。参考といたしまして、第１次実

施計画の事業も記載させていただいておりますが、基本的に市民の方々がスポーツをする・観

る・支える・ふれあうことを支援する事業が中心となっております。 

 それでは続いて、具体的な事業について御説明させていただきます。 

 恐れ入りますが、２ページを御覧願います。 

 まず、トップスポーツとの連携の推進についてでございます。 

 市内・県内で活動するトップアスリートによる学校訪問活動を展開しておりまして、令和４

年度の実績でございますが、小学校64校、中学校３校を対象に９種目14の競技団体に訪問活動
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を行っていただき、トップアスリートの生のプレーや選手との触れ合いの機会を通じまして、

観戦のきっかけづくりやその競技を行うきっかけづくりに取り組んでおります。 

 恐れ入ります。続きまして、３ページを御覧願います。 

 国際的・全国的スポーツイベントの誘致に関してでございますが、こちらも令和４年度の実

績でございますが、千葉ポートアリーナにおきましては、バスケットボール女子日本代表チー

ムの国際強化試合や大相撲の巡業、柔道の講道館杯が開催されましたほか、稲毛の浜におきま

しては、ジャパンビーチゲームズフェスティバルが開催されたところでございます。 

 また、パラスポーツにつきましては、恐れ入ります、４ページに記載させていただいており

ます車いすラグビーの日本選手権大会、同じく車いすラグビーの国際大会でありますジャパン

パラ車いすラグビー競技大会、車いすバスケットボールの全国選抜大会である長谷川良信記

念・千葉市長杯が、千葉ポートアリーナにて開催されているところでございます。 

 恐れ入りますが、最後に５ページを御覧願います。 

 参考といたしまして、市民の方々のスポーツ活動への支援事業につきまして記載させていた

だいております。 

 各地区のスポーツ推進委員やスポーツ振興会によるスポーツ・レクリエーション行事や、市

内21競技団体によります子供から大人までスポーツを楽しむスポーツ・レクリエーション祭の

開催支援、小学生を対象としたミニバスケットボール大会やミニサッカー大会などの開催支援

を行っております。また、パラスポーツでは、パラスポーツフェスタや千葉市オープンボッチ

ャ大会の開催支援も行っているところでございます。 

 市民局からの説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 経済部の長谷部でございます。よろしくお願いします。 

 引き続き、経済部所管の事業について説明させていただきます。座って説明させていただき

ます。 

 まず、資料１、ホームタウン推進事業を御覧ください。 

 本市では、千葉ロッテマリーンズ、ジェフユナイテッド千葉、ジェフユナイテッド千葉レデ

ィース及びアルティーリ千葉のホームタウンとして、プロスポーツチームを通じた市民意識の

高揚を図るための取組を実施しております。 

 次に、１の市の取組を御覧ください。 

 （１）の観戦機会の提供につきましては、市民や新たに市内に転入してきた方を対象に、千

葉ロッテマリーンズやジェフユナイテッド千葉のホームゲームに招待しているほか、（２）チ

ームとの交流につきまして、野球教室やふれあいフェスタ等の開催によりチームへの愛情を育

んでいただく取組を行っております。また、（３）マッチデーにつきましては、チームごとに

ホームタウン千葉市デーを実施しております。さらに（４）広報活動として、ジェフユナイテ

ッド千葉についてポスターやバナー掲出等による観客を増やす取組のほか、（５）その他の活

動として、ジェフユナイテッド千葉が実施するイベント等への協力を実施しております。 

 各取組の令和４年度の実績については、記載のとおりとなっております。 

 裏面を御覧ください。 

 ホームタウン観客動員数として、各チームのシーズン前の観客動員数の推移を示しておりま
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す。表の上段は年間の観客動員数、中段は中止を除いた試合数、下段は１試合当たりの平均観

客動員数です。観客動員数は、コロナ禍のため一時期減少していましたが、現在は回復基調に

あります。 

 ２の課題についてですが、ジェフユナイテッド千葉はＪ２降格から14年目となり、１試合当

たりの観客数も低迷している状況です。また、ジェフユナイテッド千葉レディースはプロ化３

年目、アルティエール千葉も発足３年目となることから市民への浸透が浅く、観客数が伸びて

おりません。この３チームの地域経済波及効果を大きくする必要があると考えております。 

 ３の方針についてですが、引き続き市民に観戦機会やチームとの交流の場を提供し、チーム

への愛情を育んでいただく取組を進め、ファンの拡大に努めてまいります。また、（２）のと

おり経済波及効果の最大化を目指し、観光商品としての価値を高める取組を、チームや観光事

業者、地元飲食店などと連携し検討を進めてまいります。 

 次に、資料２を御覧ください。 

 大規模イベント開催支援事業、Ｘゲームズを御覧ください。 

 本市では、ＭＩＣＥの推進として国際会議や各種イベントの誘致・開催支援を実施しており

ますが、その中でも特に大規模イベントについては経済効果が高いことから、コロナ禍からの

早期回復が図られること、さらに国際的なイベント等を開催できる都市としての本市の認知度

向上により、ＭＩＣＥのさらなる市内開催を呼び込むことが見込めることから積極的に誘致を

図っており、Ｘゲームズに対して開催支援を実施しております。 

 １の開催実績の表を御覧ください。表の左側は国内初開催となった昨年度の実績、右側は今

年度の実績を示しております。 

 （１）日程に記載のとおり、両年度とも開催日数は３日間。（２）会場から（６）の競技数

は、記載のとおりとなっております。（７）来場者は、昨年度が約４万人、今年度は雨天中止

の影響もあり約３万人となっております。（８）事業費につきましては、市の負担金として昨

年度は7,500万円、今年度は２億円となっております。（９）市の取組みとしては、事前イベ

ントの実施やＰＲ映像の制作・放映、体験コーナーの実施、市内の子供たちにトップスポーツ

を直接見学していただく子どもプロジェクト、市ゆかりの飲食ブース等の出店などを行ってお

り、今年度は、昨年度の取組を拡充するとともに、新たに千葉ロッテマリーンズのホームタウ

ン千葉市デーでのＰＲや市民招待、脱炭素に向けた取組み、アスリートの学校訪問などを実施

しました。各取組の実績については、記載のとおりとなっております。 

 ２の課題についてですが、アクションスポーツの認知度はまだ高いとは言えず、魅力発信を

強化する必要があると考えております。また、地域経済への波及効果を具体的にし、これを効

果的に高める必要があると考えます。 

 ３の方針としては、アクションスポーツに関する情報を把握するとともに、庁内横断的な広

報体制の構築を含め効果的かつ継続的なＰＲを実施するとともに、市内宿泊を促進する取組や

地元企業と連携した事業など地域経済の活性化につながる具体的な手法について、組織委員会

と連携を図りながら検討し取り組んでまいります。 

 次に、資料３、公営事業事務所についてを御覧ください。 

 １、令和５年度250競争開催実績についてですが、今年度は８月上旬までに17節を開催して

おります。節とは競輪開催日の単位で、千葉市の場合は２日間となっております。今年度の観
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客数は、4,869人の方々に御来場いただいております。 

 右側には、参考として令和４年度の実績を記載しております。昨年度は観客数１万6,978人

となっており、そのうち約8,000人は７月から９月の土日２日ずつ実施した市民無料招待によ

りお越しいただいたもので、今年度も下期に同様の実施を検討しているところです。 

 次に、２、国際的・全国的な競技大会の開催誘致を御覧ください。 

 まず、（１）自転車競技の開催ですが、表の３行目、８月25日から27日に開催した全日本大

学対抗選手権自転車協議大会、いわゆるインカレを初めて誘致し、全国の31校204人の選手に

参加いただいたところです。そのほか、これまでに学生の自転車競技大会を３大会開催し、約

2,100人の来場者の方々に自転車競技を楽しんでいただいたところです。 

 次に、（２）自転車走行の機会提供ですが、施設所有者である民間事業者が、同施設で一般

の自転車愛好者の走行会の開催や、大学生や高校生の自転車競技部への貸出しを実施している

ほか、敷地内で子供向けＢＭＸ走行体験会などを開催しています。なお、令和５年の実績は記

載のとおりとなっております。 

 裏面を御覧ください。 

 その他の取組として、ＢＭＸ走行体験会や初心者の方が自転車に接することができる安全教

室など、イベントを５回実施しました。 

 次に、（３）その他のスポーツ競技の開催ですが、250競争開催日の来場者増や施設の有効

活用を目的にスポーツイベントを誘致しております。下段の表に記載のとおり、５月と７月に

３人制のプロバスケットチームの試合を開催したほか、ｅスポーツで人気のバロラントの国際

大会が開催され、連日2,500人の観客で盛況となったところです。 

 最後に、３、今後の方向性ですが、自転車競技として250競争を多くの方に楽しんでいただ

けるよう来場者増に取り組むとともに、250競争の非開催日にアマチュアや若年層が自転車走

行を行う機会を創出します。また、自転車競技の普及を目指し国際大会を含む自転車競技の誘

致に取り組んでいくことで、千葉公園周辺のにぎわいに寄与してまいります。さらに、その他

イベントの開催誘致に取り組むことで、施設の有効活用を図ってまいります。 

 説明は以上でございます。ありがとうございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 御質疑等がございましたら、お願いいたします。盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 一問一答です。 

 ありがとうございます。あまりスポーツに明るくないものですから、基本的なところ。 

 市民局と経済局でそれぞれ御説明いただいたんですが、市民局はその裾野の拡大というふう

なことの説明がありまして、今その千葉市の中でスポーツ人口というか、自ら参加をする市民

の方あるいは見る人も含めてですけれども、そういう何かデータみたいなものがとられている

のでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 スポーツ振興課でございます。 

 アンケート調査につきましては定期的に計画を立てる際には行っておりますので、いわゆる

実施率、観る・するも含めてですけれどもアンケート調査によって把握をして、数値のほうを

捉えているところでございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 
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○委員（盛田眞弓君） 今、実際どれぐらいの、例えば大まかでいいんですけれども、人口の

中で大体半数とか半分以上とか、このスポーツに関係して興味持っていろいろ何らかの関わり

を持っているとかという、もし分かれば。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 数字のほうが、数というよりは率のほうで出ておりまして、済みません、

率、数値のほうを、後ほどもう一度、御答弁させていただきたいと思います。申し訳ありませ

ん。 

○委員長（伊藤隆広君） 資料のほうを後ほどということで、よろしいですか。（盛田委員

「いいです。ありがとうございます」と呼ぶ）盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） あと、そのオリンピックを前後してパラスポーツを大分たくさん取り

組んでいただいていたと思うんですけれども、そういう結果みたいなものもぜひ。オリンピッ

クに向けてボッチャとか、要は健常者と障害を持っている方、共にできるというんで随分と盛

り上がった経過があったと思うんですが、それが今どうなっているのかというのが今分かれば。

分からなければ、後でお知らせいただければと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 スポーツ振興課でございます。 

 オリンピック・パラリンピックのレガシーの取組としまして、引き続きパラスポーツの普及

に取り組んでございます。事業としては、今回ちょっと資料のほうおつけはしなかったんです

けれども、やはりパラスポーツアスリートの学校訪問も同じく行っておりまして、各学校、当

然スポーツ団体、競技団体の方の対応可能な数もございますので限りはあるんですけれども、

トップスポーツと同じような訪問を行っているほか、今月であれば２日にパラスポーツフェス

タという事業も行っておりまして、様々なパラスポーツを体験していただくような事業も行っ

ておりまして、引き続きそういった経験をつないでいく、また、広めていくという取組を進め

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。 

 公営事業の事務所の市民無料招待というのをさっき御紹介いただきました。それで、これを

やっている意味、それによる今年度の観客数の見込みみたいなものを出していらっしゃるのか

どうか、伺います。 

○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所長でございます。 

 まず、無料キャンペーンをやる意味なんですが、開催して２年になるんですが、やはりなか

なかまだ市民の方に足を運んでいただいていないというところもございますので、ぜひ一度足

を運んでいただいて、スポーツとしての競輪を皆さんに周知したいという思いから無料のキャ

ンペーンを行っているところでございます。 

 あと、観客数なんですが、あくまでも数字目標としましては、なるべく多くは増やしたいと

いうところでございまして、先ほど説明の中にもあったんですが、今後、市民の無料招待のほ

うを下半期のほうで行ったりですとか、あと様々な催しとしまして、例えば飲み放題つきの宴
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会プランの５月からの実施ですとか、あと夏場には子供の縁日、あと音楽ライブ、説明の中に

ありましたバスケットなど様々な催しを250競輪と併せて行うことで、集客に努めてまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。 

 足を運んでもらって見てもらってというための無料の招待ということですけれども、昨年の

観客数の半分ぐらいは無料招待ということなので、今年度、その去年と同じぐらいであれば、

ちょっと全部終わってみないと分かりませんけれども、ほぼほぼ知らない人が無料で来て、見

て、ただ、それが結びつくかどうかというのはなかなか難しいところかなと。競輪自体の魅力、

競輪というふうになってしまった場合の市民の皆さんの関わり方というのがちょっと違ってき

ているのかなというふうなことは感じます。 

 できている施設なので、なかなか体験ができない。あそこで自転車を乗らせてもらえるよう

な子供向けのものというのはいいと思うんですが、スポーツとしての競輪といった場合の、競

輪というのが私たち、ずっとギャンブルというふうな捉え方をしていますので、観客数が増え

ることでそちらのほうにのめり込んでしまうようなというなのが、ちょっと心配だなというの

があります。 

 その他のスポーツというのでも、この施設を利用をしてというようなことであれば様々な取

組はされるのかというふうに思いますけれども、できれば市民の皆さんは安価で、そういうあ

る施設を利用したいということもあったりすると思うので、この辺は、その市民局のスポーツ

の分野と経済農政局で持っているその公営事業の、より市民に開かれたということであれば、

競輪に限らずいろんなものの活用を考えていく方向もあるのではないのかなと。 

 本来はもうけないと公営事業として公営企業としての目的を果たさないのかというふうに思

いますけれども、なかなかそこが見えてこないということであれば、目的というか、使う目的

をもっと幅を広げて市民の皆さんに活用していただくというような立ち位置での見直しが必要

になってくるのかもしれないなというのを、ちょっと感想で述べておきたいと思います。 

 以上です。ありがとうございます。 

○委員長（伊藤隆広君） ほかにございますでしょうか。茂呂委員、お願いします。 

○委員（茂呂一弘君） 御説明ありがとうございました。お願いいたします。 

 では、一括です。 

 経済農政局のホームタウン推進事業の資料１の２ページ目です。ホームタウン観客動員数の

表の下に課題、方針がありますけれども、方針のところ、確かにプロスポーツの観客数、成績

に左右されるというのはおっしゃるとおりだと思いまして、本市としてのいわゆるチームへの

愛着を育んでいただく取組として、二つ例を挙げていただいています。 

 一つは市民に対する観戦機会の提供、もう一つはチームとの交流の場の提供とありますが、

それ以外に取り組んでいることがありましたら、まず教えてください。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥの内山でございます。 

 今、その触れ合い事業等で以外の取組ということなんですけれども、我々経済農政局のほう
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で直接やっているわけではないんですが、全庁的な取組として、例えばマリーンズさんなんか

はマリーンズドリルというのを小学生にお配りいただいたり、あとはジェフさんでいうと定規

とか、そういったものを１年生、新しい学校のお子さんたちにお配りをして、より近くチーム

を感じていただくというような取組をしております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございます。何かチームグッズを配布しているということ

で。 

 ２つ目の質問として、実は私、仙台に住んでいたことがかつてありまして、民間の会社員時

代のときですけれども、仙台は御承知のとおり楽天イーグルスがありまして、大して強くない

チームであるんですけれども、御覧のとおり結構ファンが多い。実は、仙台の小学生はみんな

楽天イーグルスの帽子をかぶって通学しております。この帽子はどうしたんだというふうに聞

いたことがありまして、そうしたら楽天イーグルスが配っているのか仙台市がそこを関与して

いるかちょっと分からないんですが、みんなその帽子が配られるということなんですね。それ

ともう一つは、私は勤めていた会社が東京本社で、仙台は支店であったわけなんですけれども、

その支店のオフィスにも軒並み楽天イーグルスとベガルタ戦などのポスターが、軒並み企業が

本社、支店、営業所問わず配って貼ってある状況で、これもどこが配ったか分からないんです

けれども、そういった形で相当力を入れて周知活動をやっているなというような場面に遭遇い

たしました。 

 千葉市として、今後そういった、グッズは既に配布しているということなんですが、例えば

企業の事務所等にポスターを貼るだとか、そういった取組は予定していますでしょうか。お示

しください。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥでございます。 

 現在やっているところで申しますと、ジェフさんについては私どもで試合日程の入ったポス

ターを作製しておりまして、それを市内施設ほか関係にお配りをしていると。特に、これは市

民局さんのほうのマターになるんですけれども、ジェフさんについて、絆会という市長が会長

をして各市内の企業さんが会員になっていただいているところがあるんですけれども、私ども

が作ったポスターをそこを事務局を通じて配布をしていただいております。 

 仙台のほうは、言っていただいたように全体的なホームタウン協議会みたいなものをつくっ

ていらっしゃっていて、結構その地元の商工会議所さんとか中心に取組が進んでいるという認

識をしております。我々としても、ちょっとチームごとに事情が違ったり、どういう対応を取

ったりしたらいいのかというところがあるんですけれども、我々としても、そういった取組を

今後また強化をしていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 御答弁ありがとうございました。これだけプロスポーツが市にあると

いうことは物すごい財産だと思いますので、ぜひこの愛着を育むような取組を継続していただ

きたいと思います。 
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 実は夏に札幌にちょっと、昔、札幌に住んでいたものですから札幌へ行ってきたんですが、

やっぱり北海道日ハムファイターズに出ていかれたことに、すすきのの飲食店の店主たちが相

当恨み節を言っておりました。どうかそういうことのないように、ぜひ千葉にとどめていただ

くように頑張っていただきたいと思います。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○委員長（伊藤隆広君） ありがとうございます。 

 ほかにございますでしょうか。宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 一問一答でお願いします。 

 250競輪、これは平均何歳ぐらいが今やっているんですか。お客の年齢層です。 

○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所長でございます。 

 成年ですね。成年以上であれば車券のほうは買えます。 

○委員長（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 買えるんだけれども、入場。今、行っている人たちは平均で年齢

はどのくらいの人が今入ってやっているの、あそこに。 

○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 済みません、ちょっと把握しておりません。 

○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所事業推進担当課長。 

○事業推進担当課長 公営事業事務所でございます。 

 平均の年齢ということで把握はできていないんですが、49歳以下のお客様で６割を占めてお

ります。これは競輪業界として統計はないんですが、競輪場に来ているお客様、比較的御年輩

の方が多いということで、お越しになる方は皆さん、千葉250のお客さんは若いねという御評

価をいただいているという状況でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 言うとおりだよ。昔はみんな年寄りが行っていたんだよ。100円

で入られるんだから。 

 それで、申し訳ないけれども、こんなネットでやらないで、やっぱりばくちは現金なんだよ。

こんなの入ってさ、幾ら入ったかなんて、現金持てば、それこそ栄町でもあの辺でも潤うんだ

よ。現金でやらないさ、みんな若いのこうやって、だから無理だよ、幾らやったってさ。やは

り私も聞いたよ。今まで行っていた人たちがほとんど行っていないんだよ、競輪に。券の買い

方が、入るの2,000円だって。そんな。前は100円だで。これは無理だと思うよ。そういうお金

を遣う人たちが行かないから、若い人なんかはネットの中でやりますけれども、それはちょっ

と課題ですけれども、そういうことを一度踏まえていただきたいと思います。 

 それから、うちのほうのサッカー場、非常に年々落っこちてくるんだよね、上がらないんだ。

どういうわけで上がらないのか。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 上がれないというのは……（宇留間委員「順位が上がんないじゃな

いか。２軍、３軍だ、もはや」と呼ぶ） 

 先ほど申し上げたように今シーズンＪ２に落っこちて14シーズン目ということで、最近、連
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勝続きで調子はいいんですけれども。なぜかと言われると非常に答えにくいんですけれども、

一般的に言われているのは、ユース組織がジェフは他のチームと比べると少し弱いからという

こと。強いチームは、ユースから上がってきた選手がそのままトップチームで活躍するという

パターンがやっぱり多くて、実力のある選手を移籍で採ってくるというのも当然チームの強化

パターンではあると思うんですけれども、やはりユースで育てて５年とか、そういうスパンで

強化をしていったほうがいいというようなことを言われているということで、一般論としてと

いうことで御承知おきいただければと。 

 失礼いたします。 

○委員長（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） それと、観客が少ないんだよ。あれ、千葉市の小学生にコマセま

いているのかね。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 はい。我々としても先ほど申し上げたように市民デーで御招待をし

たり、あとネーミングライツでフクダ電子のほうが毎試合チケットを我々に御提供いただいて

いますので、市民向けに招待というのをしておりますが、やはり先ほど申し上げたように、プ

ロチームなのでチームが弱いとやっぱりお客さんも入ってこないと。 

 今年ロッテが、７月に球団史上最速で100万人を観客が突破しているんです。これはＷＢＣ

からの流れで、佐々木朗希だとか、そういう活躍するスター選手を見に観客がいらっしゃると

いうことなので、ジェフにもそういったことを我々としてもぜひぜひ期待をしているというと

ころであります。 

○委員長（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） そのとおりなんだよ。１万7,000席あって、いつも5,000人ぐらい

じゃさ。千葉市も６区あるんだから、市のほうから小学校の子供たちに招待券を出して、それ

を大人の方は1,000円もらって、それで観客を増やさないと選手も張り合いないよ。１万7,000、

入っているのが5,000人ぐらいじゃ、やり切れないよ。 

 ロッテだって最初はどんどん券をまいたじゃん。外野の券を、来てくれ来てくれと。出て来

なかったんだでよ。今なんて、今は逆に券が取れないじゃんよ。ああいうふうに、やっぱりサ

ッカーのほうもしてあげないと、かわいそうだ、選手が。幾ら張り切っても、やっぱりお客が

拍手を、ああ頑張ったねということをやらないと。ジェフに言ってくださいよ。千葉市の子供

さんたちに無料券をまけと。そうするとやはり、うんとやっぱりリピーターがついてくるから、

ああ、次は券を買ってあげようかなと。コマセをまかないで無理だよ。幾らやったって、どん

どん落ちちゃうよ、あれ。そういうことでございます。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○委員長（伊藤隆広君） ありがとうございます。酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） 一問一答でお願いします。 

 トップスポーツとの連携、市民局のほうですね。それから、あと経済農政局のほうのホーム

タウンの推進ですね。 

 先ほど茂呂委員のほうからもちょっと似通った質問もあったんですけれども、要するに他市

の研究というんですか、それぞれどんなふうにされているのかなとか、また、この辺を今ちょ
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っと研究していて、ぜひこういう取組を今後やってみたいみたいな、何かそういうお話があれ

ば、それぞれちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 スポーツ振興課でございます。 

 研究ということでございますけれども、実は、学校訪問を比較的千葉市は早く取り組んでお

りまして、千葉市に限らずやはり県内のトップスポーツの関連の方にも御協力いただいていた

んですけれども、逆に近隣の市のほうも取組を進めるようになってですね。 

 やはり先ほどパラスポーツのときも申し上げたんですけれども、球団としてもやはり人を出

すキャパシティの問題もございまして、なかなか御希望がある小学校、中学校、支援学校等に

ちょっと御期待に添いかねている部分もございます。ただ、数自体は増やす形で何とか調節し

て取り組んでおりますので、そこのところは関係性を築いて、引き続き。 

 やはり見たことも聞いたこともないスポーツに関心を持っていただくということはありませ

んので、何とか小さいときにトップスポーツもしくは普通のスポーツもそうですけれども、パ

ラスポーツも含めて触れ合う機会をつくりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥでございます。 

 我々経済部でございますので、ホームタウンを使ってどう地域経済に波及していくかという

視点の中で、野球、サッカー、このバスケットという三大スポーツがあるというのは、都市型

の観光のコンテンツと大きくなり得るというような認識を持っております。 

 域外から千葉市のほうに来ていただくためには、アウェイの応援の方をつかまえて、なるべ

く市内に宿泊をしていただくだとか、そういった取組が必要であろうという認識をしておりま

す。九州のほうとか、サッカーなんかでいうとジェフのほうにいらっしゃるときに地元の観光

協会さんが一緒に来られて、その産品だとか観光の紹介をしているなんていう事例もあります

ので、我々としてもそういった取組をチームと一緒に検討しながらやっていきたいなというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） 今の関連になるんですけれども、ホームタウンの場合はこの３つのチ

ームというところに限定がされているような感じなんですけれども、要するにスポーツという

ものを地域経済にということを考えると、要するにこの３つのチームだけじゃなくて、バレー

ボールだったりとかほかの競技もあったりとかすると思うんですけれども、そのあたりの何か

地域経済との絡みという取組というのはなされていないんですか。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 ホームタウンということになりますと、必ずある一定の試合数を市

内で開催していただけるというところでいろいろな施策が取りやすいという認識がございます。 

 それ以外については、やはりホームタウンではないので、年１回とか年２回とか、あとは隔

年でとかというところになりますので、そういったときに具体的にどういうものができるかと

いうところがあるんですが、支援のメニュー化とかそういったものをしていくというような工
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夫をすれば、何かしらそういったことがチャレンジできるのかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） ありがとうございます。そうですね。ぜひその辺は考えていただいた

ほうがいいかな。例えばこのバレーボール、千葉ＺＥＬＶＥさんとかもよくポートアリーナと

かで試合に来ることがあると思いますけれども、やっぱり雰囲気づくりというんですか、町の

雰囲気づくりというか、本千葉駅になるんですか、あそこはね。ポートアリーナに歩いていく、

ああいう動線とかちょっと工夫したりだとか、もうちょっと何か、せっかくこれだけいろんな

トップスポーツチームが来て会場になることが多いので、何かちょっとそういう取組があった

らいいかなというふうに思っています。 

 次にパラスポーツのほうで、障害者の方のスポーツ人口とかというのは押さえていたりとか

しますか。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 スポーツ振興課でございます。 

 スポーツ人口という実数としての積み上げは、把握していない状況でございます。申し訳ご

ざいません。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） ありがとうございます。 

 よく全国的なデータで、健常者の方とそれから障害者の方の実際のスポーツ人口という意味

でいくと、障害者の方ってやっぱりどうしてもスポーツ人口が少なくてという話があります。

そういう意味では、パラスポーツの取組なんかもやっていく中で、少しでもそういうスポーツ

人口を増やしていけるようなところ、そういう実数を押さえながら、やっぱりいかにこういう

取組を実質的な成果につなげていくという取組が必要なんじゃないかなというふうに思ってい

ます。一番は、本当は小学校や中学校なんかで、特別支援学校以外だと。特別支援学校に部活

動がないんですかね。とか、やっぱりそういうところも一番の根本的な問題としてあるのかな

というふうに思うので、そういう勝負勘というかは必要なんじゃないかなというふうに思って

いますので、よろしくということです。 

 ちょっと話、前後しちゃいましたけれども、トップスポーツとかホームタウンの推進のほう

は、ぜひいろんな都市の研究、積極的にしていただいて、先ほど茂呂委員のほうからもありま

したように、やっぱりすごく千葉市としては大きな財産をたくさん持っているわけなので、よ

りいいところの取組をどんどん取り入れながらやっていってほしいなと思います。 

 あと、最後、公営事業の250競争の話なんですけれども、競輪事業を廃止して、それで当時

はもう廃止するんだというところでいったところで、最終盤にちょっと待ったということで

250競争があるということで始まった流れがあったと思うんですけれども、当時、競輪事業と

いうのがなかなか収益も上がらなくて事業としては厳しいという、そういう中で250にすれば

その辺が盛り返せるんだみたいな、当時は何かそういう説明があって、何とか250をやらせて

くれというようなお話できたと思っているんですけれども、そういう、あの当時の要するに想

定というんですか、から、今の現状というのが、その想定どおりに来ているものなのかどうな

のか、そこはどういうふうに総括されているか、ちょっと聞かせていただけますか。 
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○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所長でございます。 

 実際、開始しまして今２年目なんですが、車券売上げ、あと来場者数、両方とも当初の想定

を下回っているというふうに認識しています。要因としましては、車券の売上げにつきまして

は、競輪の新商品としての魅力が伝え切れていなくて十分な車券購入者数を獲得できなかった

と、来場者数につきましても、競技性を重視したスポーツとして周知が不十分だったというと

ころもあったと思います。 

 今後の課題としましては、車券購入者数の拡大と来場者数の確保に向けて、250競争の認知

度向上が喫緊の課題であると考えています。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 スポーツ振興課でございます。 

 先ほど委員のほうから御質問ありました、実数のほうはちょっと把握できていないんですが、

いわゆる障害者の方を対象とした保健福祉局の調査がございまして、そちらのほうで、直近、

令和４年のデータですと、いわゆる週に１回以上スポーツもしくはリクリエーションを行う成

人の障害者の方の割合自体のアンケート結果が13.1％という形になってございます。 

 あと、盛田委員から御質問あった、いわゆる一般の方も含めての実施率のほうでございます

けれども、こちらのほうは62.9％と。これは令和４年度。これはウェブアンケートでございま

すので、実数として全体を把握するものではやはりないんですけれども、そういう率としての

データは把握しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 

○委員（酒井伸二君） ありがとうございました。 

 その250のほうは、結局、当初の想定よりも下回っているということだったんですけれども、

どの程度の乖離があるのか。もうちょっと一般市民に分かりやすく、当時はこれぐらいのこと

がこうなるんだというふうに想定していたけれども、実際は今この状況ですみたいな、しっか

り明確にお答えをいただきたいなと思います。 

○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所事業推進担当課長。 

○事業推進担当課長 公営事業事務所でございます。 

 当初なんですが、売上げは１日で１億2,000万円の売上げが見込まれるということでコンサ

ルから数字をいただいていたところでございますが、現状は1,500万円から2,000万円ぐらいと

いうことになりますので、10分の１のところまではいかないんですが、大きく下回っている実

情がございます。 

 観客数につきましては、もともと2,000人入る、入場できる箱という中で半分。これは、市

場のマーケットリサーチではなく、半分は入れないと、やっぱり我々としては新しい商品であ

るし、いかんということでの我々の目標も込めて１日1,000人という状況に対しまして、今150

人。１日にしますと平均でそこに満たないくらいということになりますので、やはり10分の１

とは言わないんですが、厳しい状況でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 酒井委員。 
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○委員（酒井伸二君） ありがとうございました。 

 この厳しい現実をしっかり直視していただいて、先ほど課題はどうだとか今後こうするんだ

みたいなお話もございましたけれども、この数字をやっぱり聞いてしまうとかなりショッキン

グで、どう本当に挽回していくのか、しっかりてこ入れして考えていかないと非常に厳しいん

じゃないかなと思いますね、これ。当時あれだけの勢いで250にすればこれだけ改善するんだ

と言って始めたことが、この状況ではちょっと非常に厳しいなというふうに思いました。 

 ありがとうございます。 

○委員長（伊藤隆広君） ほかに。田畑委員。 

○委員（田畑直子君） お願いいたします。一問一答です。 

 市民局のほうに関してです。 

 スポーツ推進計画上の関連事業についてなんですけれども、コロナ禍において開催できた大

会数など、様々影響あったと思います。細かいことは、お分かりになればお聞きしたいところ

ではあります。分からなければ全体像としてで構いませんので、現在コロナが５類になって日

常生活や経済活動も回復している状況でありますが、コロナ禍の影響や今後また開催が復活す

るなどにおいて本市として支援できることがあるのかとか、そのようなことの取組状況をお聞

かせいただけますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 スポーツ振興課でございます。 

 まず、地域でのいわゆるスポーツ行事等がかなり復活してきております。今年度はバレーボ

ール大会も復活しまして、やはりコロナの間できなかったというところで、もう一度また復活

する、始めるとなりますと、やはりノウハウ等が、なかなかやっぱり忘れてしまっているとこ

ろもあったりするところが多々ございまして、そこのところはやはり我々ももう一度、スタッ

フも替わっておりますのでもう一回つくり直すというところで、大会のほうの運営のほうを支

援させていただいたり、会議のほうを運営させていただいたりしているところでございます。 

 それ以外でもイベントにつき、市が主催するようなパラスポーツフェスタとか中止になった

ものにつきましては、引き続き活動のほうを競技数のカタを増やしていくとか、そういった形

の動きも出ておりますので、そういうところは引き続き強化していきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。例えばお祭りなども７割ぐらいしか復活して

いないとも聞いていますし、そういう意味では団体への支援も必要ですし、それから後援、共

催という形で実施している団体においても、復活が円滑に進むように支援を進めていただきた

いなと思います。 

 ２点目が、ホームタウン推進については、酒井委員や宇留間委員からお話があって私自身も

思っている部分をお聞きいただいたので、ちょっと一つのものに特化してお聞きすることにな

ってしまうんですが、アルティーリ千葉がコロナ禍の中で新たなホームタウンとして活躍して

いただいているということは、大変期待をするところであります。その中でファンなんかの定

着ということも私も見受けられて、今後まずアルティーリ千葉とのホームタウンとの連携で今
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後拡充することがあるのかということが１点目。 

 それから、もう一つが、アマチュア団体などがポートアリーナを以前は使っていたというこ

とで、そこにアルティーリ千葉が試合を開催されると、そこのところでどうしてもすみ分けと

共存ということも必要になろうかと思います。ホームタウンである千葉市として、アリーナ、

体育館の設置に向けて、アルティーリ千葉への支援、何かできることがあるのか検討状況など

お聞かせいただければと思います。 

 一問一答だから、これで。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥ企画課でございます。 

 まず、アルティーリ千葉との取組なんですけれども、取組自体は他のチームと同様でござい

まして、市民デーの開催と、あとはバスケットボール教室等をやります。アルティーリ千葉に

ついては、新Ｂ１に上がる基準として１試合の平均の観客数4,000人という目標を成し遂げな

くてはいけないと。昨シーズンが平均2,000人ちょっとぐらいだったんで、倍ぐらいをやって

いきたいということなので、我々も新たに市政だよりで試合の情報とか、あとは先ほど御意見

ありました市民招待とか、そういったことでまずは現場に来ていただいて、その迫力などを味

わっていただいてファンになっていただきたいという活動をいたします。 

 もう一つ、アリーナについては、アルティーリ千葉との協定の中でアルティーリ千葉がアリ

ーナを造るものに千葉市としても支援をしていくということでございます。今現在、アルティ

ーリ千葉のほうで市内のどこで建てるかというような検討をしておりますので、我々としては

情報共有とか、そういうものをしながら今見守っているという状況でありますので、また決ま

り次第御報告できるというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。アルティーリ千葉のホームタウン化によって、

市民の方、バスケにも注目が集まっているということで、大変機運が高まっているというふう

に思っています。 

 まず、アリーナの建設に向けて円滑に進むように支援をしていただくとともに、その間にも

アマチュア団体などの活動場所の確保ということについても、市民局と連携して取り組まれた

い。ちょっと個別の事案になりますが、アルティーリ千葉、若葉住宅地区の辺で開催をされる

ということで、あの辺にかなりファンがいらっしゃるということで、そういう意味ではあのエ

リア一体でファンを広げる、そのような取組も町を巻き込んでファンを増やす取組なども期待

するところです。 

 ３点目が、Ｘゲームズについてです。 

 ２年間開催されたということで、コロナ禍ということもありますし、新しい取組ということ

で御苦労と期待とあるところであろうかと思います。ちょっと言いづらい部分もあろうかと思

いますが、2023年は当局としましては事業費として投入金額も増やして、さらなる活性化に努

められたということですが、残念ながら観客数については減少というような結果になっていま

す。このあたりの評価と、方針については今後に向けての取組について書かれていますが、具

体的な改善策など次年度に向けて何かお話ができることがあれば、お聞かせください。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 
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○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥ企画課でございます。 

 委員御指摘ございましたとおり、昨年が４万人で今年３万人ということになっておりまして、

ちょっと天候に左右された感があったとは思うんですけれども、観客数は減っているという状

況でございます。しかしながら今回メディアの露出換算にいたしますと、５月26日時点で2023

年度大会は101億円程度の効果があったというのを主催者から伺っておりますので、これ相当

の大会とかイベントというのは千葉市ではほかにはないというふうに思っておりますので、

我々としても千葉市の名を国内外に知らしめるために積極的に活用していきたいというふうに

思っております。 

 ２年目の反省として、我々観光ＭＩＣＥとしては組織委員会と寄り添って、さっき資料に書

いてあるようなことをしてまいったんですが、来年は準備の際にもうちょっと全庁的にコンテ

ンツとして広げていきたいなというふうに思います。例えば広報の面だとか、あと全庁的にち

ょっと今後調査をかけて、このＸゲームズというコンテンツをうまく使っていただけるような

形で、全庁を挙げてやっていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。次の質問にもつながるんですが、そうは言っ

ても、本当にｅスポーツにしてもこのＸゲームズにしても、若年層の方が興味、関心の高いも

のを取り込むことによって、やっぱり市外、特に都心から人が流れていく大きなコンテンツに

はなるとは思いますので、その部分、やはり市外へのＰＲをどうしていくかということも含め

て、より周知を図っていただきたいなというふうに思っています。 

 最後なんですけれども、250競輪についてです。 

 るる各委員から御指摘や評価があったかと思いますが、まずは、これについても新たな客層

の収得に向けて、今週末とかでしたか、新たなイベントなども取り組まれたりなど、今後もそ

のような御努力を見ながら集客の増加をしていただきたいなというふうに思っています。そこ

の中で、私としては盛田委員のお話と反対に、真逆になってしまうんですが、その他のスポー

ツ競技以外の活用というのは促進してほしいなというふうに思っております。 

 先ほど答弁ありましたけれども、そのあたり今後どのように推進していくのかというのを、

もう一度お話しいただけますでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所長でございます。 

 この建物自体はＪＰＦの所管になっているんですが、250競争をやっていない日以外につき

ましても、様々なスポーツの誘致ですとか、そういったイベントの誘致を実際にＪＰＦと本市

のほうで連携しながらやっていくことで、地域経済の活性化につなげていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。この所管事務調査はスポーツですけれども、

市民局さんなどが所管している音楽であったり、経済の持たれている観光資源と組み合わせて、

このような施設のさらなる魅力発信と向上に努めていただきたいと思います。 
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 以上です。 

○委員長（伊藤隆広君） 櫻井副委員長。 

○副委員長（櫻井 崇君） 副委員長ということなので、意見、要望はできませんけれども、

一問一答でお伺いします。 

 Ｘゲームズについてですけれども、経済効果は広告効果ということですが、広告効果により

具体的にどういう効果があると考えていますか。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 先ほども申し上げましたとおりメディア露出が101億円ということ

ですので、テレビ、雑誌、ウェブ等で本市の名前が出ていると。出ているだけでどうなんだと

いうところもあるかもしれないですけれども、それだけ千葉市の宣伝がされているということ

がございますので、我々としてもそれを捉えて一層、今後の例えば国際会議の誘致だとか他の

ＭＩＣＥ誘致に生かしてまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（伊藤隆広君） 櫻井副委員長。 

○副委員長（櫻井 崇君） 市費投入が数千万円とか２億円とか、非常に巨額であると思いま

す。施策としては、第一に市内経済への経済効果を追求していく必要があるのではないかと思

いますが、いかがですか。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 経済効果については今のところ算出をしておりません。というのは、

宿泊者数とかそういったものが、ちょっと我々では捉え切れないところがありますのでという

ところなんですが。 

 肌感として、実際ホテルとかに我々のほうでインタビューをした結果、それ相当のやっぱり

宿泊者数というのは出ておりますので、一定の経済効果は当然、数字はずばっと言えなくて大

変申し訳ないですけれども、出ているものというふうに認識しております。 

○委員長（伊藤隆広君） 櫻井副委員長。 

○副委員長（櫻井 崇君） 次に、スポーツツーリズムの検討について、資料の市民局資料１、

スポーツツーリズムの検討とありますけれども、どちらかというと経済部局のテーマのように

感じます。経済部でも同様の検討はしているのでしょうか。 

○委員長（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 市民局所管のスポーツ大会を誘致してというところでは、具体的に

は経済では持っておりませんが、先ほど申し上げましたようにホームタウン事業などについて

は、域外からお客さんを呼んでどれだけお金を落としていただくかというような形の考えは持

っております。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 櫻井副委員長。 

○副委員長（櫻井 崇君） 同じく資料１の下部の第１次実施計画上の関連事業のところで、

補助金制度の創設というのがあります。補助金制度の創設が検討と記載されています。 

 大会誘致の鍵は補助金、補助制度の有無のように感じます。他の自治体との大会誘致競争の

ことも考えると、検討などのんきな感じではいけないと思いますけれども、経済農政局も含め

て、補助金制度についてもう少し考えを伺いたいです。 
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○委員長（伊藤隆広君） 可能ですか。観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 今、我々は国際会議等での補助金制度は持っておりまして、今年度

からグリーンＭＩＣＥ補助金というものを新たに創設しておりますが、これについては、我々

が施策で進めているアクションスポーツだとかｅスポーツについては該当というふうにしてお

ります。 

 今、委員が御質問いただいた市民局でやっているスポーツイベントをどうするかというのは、

ちょっとまだ我々としては議論が詰まっておりませんので、今後、経済で判断したときに、そ

れ相当の経済効果があって、そういうものも認められるというような検討が進めば、補助対象

の見直しとか、広く見ていくというような議論にはなっていくのかなというふうに思っており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（伊藤隆広君） 櫻井副委員長。 

○副委員長（櫻井 崇君） 最後です。スポーツ施策が市民局と経済農政局と所管が分かれて

おります。一本化する考えはありませんか。 

○委員長（伊藤隆広君） 経済農政局長。 

○経済農政局長 スポーツの振興という観点と経済の振興という観点、両方あるということも

あって、やはりしっかり連携していかなければならない分野だと思っております。その中で、

どうやった手分け、形、役割分担がやりやすいかというのは、しっかり議論しながらやってい

きたいと思っています。 

○委員長（伊藤隆広君） 櫻井副委員長。 

○副委員長（櫻井 崇君） 以上です、ありがとうございます。 

○委員長（伊藤隆広君） よろしいですか。ほかに御発言ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（伊藤隆広君） ほかに御発言がなければ、以上で、スポーツによる地域・経済活性

化についての所管事務調査を終わります。 

 説明員の皆様、御退室願います。ありがとうございました。 

［市民局・経済農政局退室］ 

 

委員会視察について 

○委員長（伊藤隆広君） 最後に、委員の皆様に委員会視察についての連絡がございます。 

 視察は、10月24日から26日までの日程で予定をしておりますが、視察先につきましては、調

整の結果、先ほど茂呂委員がおっしゃっておりました宮城県仙台市及び北海道の北広島市とな

りました。 

 仙台市では、年間調査テーマに関連いたしました、スポーツコミッションせんだいについて

の調査を行うとともに、仙台市さんは、政令市で初の取組でございます廃棄物資源循環行政に

おける家庭ごみのプラスチック製品の一括回収、こちらを始めておりますので、こちらの調査

をいたします。 

 また、北広島市では、こちらも年間調査テーマに関連いたしまして、こちらも先ほどござい

ましたボールパーク構想につきましての調査を行います。今年オープンいたしました北海道日
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本ハムファイターズの本拠地でございます、エスコンフィールド北海道の視察を交えて、実施

いたします。 

 行程表及び視察項目の詳細につきましては、後日、皆様にお配りをさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上で、環境経済委員会を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

 

午後０時１１分散会 


